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国際科学技術財団が担当する.国際科学技術財団は内閣

総理大臣(総理府本府,科学技術庁),外務大臣および文部

大臣が所管する公益法人であり,理事長ほか各界の有識

者によって構成された理事会によって運営されている.

審査:･国際科学技術財団に設けられた｢分野検討委員

会｣が,広汎な科学技術分野のなかから科学の動向を

考慮Lて当該年度の授賞対象として最もふさわしいと

考える2つの対象分野を選定し,授賞の約1年半前に

発表する.

･各授賞対象分野ごとに,広く世界各国の学者･研究者

に依頼状を送り,受賞候補者の推薦を求める･

･国際科学技術財団内に日本国内の著名た学識経験者か

らたるr審査委員会｣を設け,全世界から推薦された

候補者の中から審査･選定し,受賞候補者を財団の役

員に推挙する.

･r審査委員会｣の決定を尊重し,財団の役員会は受賞

者を最終決定し発表する.

注)以上は国際科学技術財団の資料に基づく･同財団

は,｢人類の繁栄と平稲がすべての人々にとっての共通

の願望であることにかんがみ,これに貢献する科学技術

の進歩を目指して,その研究を奨励すると共に,科学技

術に関する知識および思想の総合的た普及啓発を図る｣

ことを目的に,1983年5月に発足Lた･財団の英文表記

は,TheScienceandTechno1ogyFoundationofJapan

(略称:JSTF).連絡先は,〒100東京都千代田区日比谷

公園1-3市政会館内,Te1.03-508-7691.
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プレｰトテクニクスという新しい科学は,大陸移動説

を定量化しました.今では,海底地磁気の縞状異常の幅

から中央海嶺での海底拡大遠度を求め,それに基づいて,

海溝でのプレｰトの収束速度やトランスフォｰム(水平

ずれ)断層でのずれ運動を予言することができまナプ

レｰトテクニクスで最も重要た仮定は,｢プレｰトが完

全に剛体であって,内部変形をしたい｣ということです.

だからこの理論では,“すべての"テクトニックな(構造

的な)活動プレｰト境界で起こると仮定されています.

幅1万kmにも達する北米プレｰトや大平洋プレｰトを

見ても,その変形は年に1㎝程度しかありませんが,プ

レｰト境界をはさむ幅約100㎞の領域では,年に5～10

Cmも変形するのです｡つまり,ほとんどの活動はプレ

ｰト境界で起こることになります･ただし,“すべての"

といいましたが,実際は80～90%のことです.プレｰト

内にも,地震とかリフト(割れ目)的た地形(たとえば米

国のべ一スソ･アンド･レインジ地域,東アフリカ･リフト,

背弧拡大軸など)は存在します.しかし,プレｰト境界で

の地震の数や大きさ,リフティングや造山活動に比べれ

ば,2次的(1O%程度)なものにすぎたいわけです.

プレｰトテクニクスによると,いくつかの現象につい

て明確た予言をすることができます･だからプレｰトテ

クニクスは“検証可能"です･異なる海嶺をまたいだル

ｰプから計算されるフレｰト運動は一致するでしょう

か?予言されたプレｰト間相対運動は,プレｰト境界

での地震の初動分布をうまく説明できるでしょうか?
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ホットスポット起源とされる島六の配列方向は,理論か

ら予言される方向と一致するでしょうか?フレｰトテ

クニクスによるモデルは,80～90省のレベノレでは,これ

らのテストに合格したのです.また,r硬くて一体とた

って運動する厚さ100～200㎞の表層殻｣という概念か

らは,テクニクスのさまざまた側面を説明する定量的な

モデルが生まれました･たとえば,海洋底の熱流量につ

いてのモデル,さらには,それに基づく海底年齢と水深�
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の関係,また,沈み込む海洋プレｰト･スラブの厚さや

勲構造のモデルたどです.中央海嶺でのリフティング過

程についてのモデルの境界条件も,このようたプレｰト

概念から生まれまLた.多くの定量的た“法則"も発見

されました.たとえば,沈み込み帯の傾角とプレｰトの

収束速度の関係,海溝での沈み込みを起こす負の浮力を

もった海洋フレｰトの“年齢"(>40m.y),沈み込みス

ラブで起こる地震のパタｰンたどです.プレｰト理論

は,過去の大陸や海洋の配置を復元するのにも利用さ

れ,過去の海洋の大きさや形は,当時の海流やそれが気

候に与えた影響たどを計算するのに使われました･そし

て,リフト(海嶺)や海溝といった大地形についての理

解が進むとともに,ホットスポットのようたより微妙た

地形も研究されるようにたりました･

私たちは今や“剛体プレｰト"を乗り越えて,次のス

テップヘと進むスタｰトラインに立っています･最新の

技術によれば,プレｰト間の距離を約1cmの精度で測

ることができます･だから,10年も経てば1mn1という

変形も検知できるようにたるでしょう｡YLBI(電波望遠

鏡と電波星を使った超長基線干渉計),SLR(衛星からのレｰザ

ｰパルス反射を使ったもの),GPS(航海衛星からの信号をスｰ

ツケｰスぐらいの大きさの受信機で受け取る方法)だとの“宇

宙測地法"は,いずれもこの1cm級の精度をもってい

ます.これらの技術から,今後の数年間に私たちは何を

学びとるのでしょうか?プレｰトはどのくらい変形す

るのでしょうか?それにはバタｰソカミあるのでしょう

か?そのパタｰンはプレｰト内地震と関係あるのでし

ょうか?たとえば,･15年前にサイクスとスパｰ博士は,

米国北東部の地殻内の応力がきわめて一様たバタｰンを

もつことを示しました･微小地震,孔内測定,そのほか

のinSitu法(現場での測定法)による結果は,すべて最

大圧縮軸が北東一南西向きであることを示しています･

彼らは,これはプレｰト全体に働く広域的た応力のせい

だと主張Lました.では,北東一南西方向の短縮が測れ

るでしょうかP北米東部は概して地震活動の少たい地

域ですが,それでも地震がいくらか集中している領域が

2つあります.ボストンｰオタワ･ゾｰンとカロライナ

ｰオザｰクス･ゾｰンです.これら2つのゾｰンは,中

生代に北米プレｰトがホットスポットの上を通ったとこ

ろです･ホットスポットがこれらのゾｰンのプレｰト強

度を弱くしたのでしょうか?実測によって,これらの

ゾｰンを境に変形していて,そのために地震が起きるの

だということを示すことができるでしょうか?現在の

プレｰト運動は,後氷期の地殻上昇の影響を受けている

のでしょうか?私たちのモデルによれば,それによっ

て現在血m/年程度の水平運動が期待されていますが,

実測のほうはどうでLようか?スカンディナビアやハ

ドソン湾では最近氷がとげていますが,はたして,それ

によってプレｰトが水平方向に短縮し,その影響でノル

ウェｰとグリｰンランドの間の大西洋中央海嶺では,長

期的な平均よりも遠く海底が拡大しているのでしょう

か?太平洋プレｰトは,アリュｰツヤソやニュｰギニ

アでの沈み込みによって引っ張られ,南北に引き延ばさ

れているのでしょうか?プレｰトの引き延ばしの観測か

らプレｰトの底に働く応力を推定し,キネマチックた

(静力学的た)運動記述にダイナミクス(動力学)を加味す

ることができるでしょうか?さらに,現在のプレｰト

テクトニクスの議論に取り込まれていたい多くの小フレ

ｰトも明らかにたるでしょう.中国大陸を形成する多く

独立たブロックの運動が測ってみると,そこにはなにか

パタｰンがあり,統一的たモデルを作れるかもしれませ

ん･インドネツアにはなぜ屈曲した島弧が多いのでしょ

うか?インドネシアの変形の様子を調べるとその理由

がわかるでしょうかP

VLBIだとの技術によって,私たちは,プレｰト境界

での詳しい変形の様子を調べることもできます.なかで

も山脈の隆起速度は特に興味深いテｰマです･山脈の隆

起は侵食速度に密接に関係しているのでしょうか?私

たちは,多くの大山脈でのフレｰトの収束速度は知って

いるつもりですが,台湾やチベットのようだ衝突ゾｰン

では,それはどういうふうに隆起と短縮に分配されるの

でしょうか?活発的たリフトでの変形を調べれば,リ

フティング過程について何がわかるでしょうか?かつ

て海底(地磁気)異常探査技術の進歩がプレｰトテクト

ニクス時代をもたらしたように,これらの新技術によっ

て,地球研究の新しい夜明けが始まりつつあるのです.
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皆さんのようにプレｰト境界のそばに住む人々は,地

震や火山が同じ地域で起こることを知っています.ここ

日本では,地震の足下の太平洋プレｰトの運動によって

起こり,詳しいことはよくわからたいにせよ,溶融(マ

グマ生成)もおたじプレｰト運動によって起こるものと

信じられています･目には見えませんが,溶融はプレｰ

トが分かれていく境界つまり中央海嶺でも起こっていま

す.事実,すべての海洋底は,海嶺軸で生成された溶融

物(メルト)が固まってできた厚さ約7㎞の地殻で覆わ

れています.海底の年齢を決めるのに使う地磁気異常

は,この火山性の地殻が生成時の地磁気の方向に磁化さ

れることによって生じたものです･日本のようにプレｰ

トが破壊される島弧の下では,年間約1km3のメルトが

生産されるのに対して,海嶺では年間約20km3が生産

されています.海嶺が海底にあるため,それによる被害

がほとんどたいのは幸運というべきでしょう･海嶺が海

上に顔を出している数少たい場所,たとえばアイスラン

ドのようたところでは,大量の高温低粘性の溶岩が住民

にとって大変た問題とたっています･

プレｰトテクトニクス以前には,地質学者たちは,海

嶺でこのように大量のメルトが生産されるのは,海嶺が

マントル深くの対流渦の上昇部の上にあるためだと考え

ていました･海底からの熱流量が海嶺付近で高いこと,

また海嶺が地形的た高まりであることも対流の結果であ

るとされていました･今でも,地質学の教科書には,海

嶺の下にマントル対流の上昇部を描いた図が載っている

こともあります.私は大学院生の頃,そのようた図を見

て,海嶺は移動するのにマントル対流の上昇部がどうし

ていつもその下にいられるのか不思議に思いました･た

とえほアフリカはいくつかの海嶺によって取り囲まれて

いますが,それらの海嶺は互いに遠ざからなげれぽたり

ません1しかし,その場合,大西洋中央海嶺下の対流渦

は,5,000㎞も離れたインド洋海嶺下の対流渦から,海
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1942年イギリスのチェルトナム生まれ.1963年ケンブリッジ

大学卒業,1966年同大学より博士号取得.1969年よりケンブリ

ッジ大学地球科学科の助手･講師等歴任,1985年より教授.

嶺同士が離れるのとちょうど同じスピｰドで離れること

ができるのでしょうか?1965年,ケンブリッジ大学の

院生だった私はこの問題を,ウイルソン(TuzoWi1son)

にもちかげた記憶があります(当時の彼は,後でプレｰトテ

クトニクス全体にとって中心的重要性を持つことになったトラ｣

ソスフオｰム断層のアイデアと取り組んでいました).私たち

には,この問題をどう解決したらいいかわかりませんで

した.現在では,海嶺はマントル対流渦の上昇部を表わ

すものではたく,単にプレｰトが離れていくところだと

思っています.プレｰト下のマントル物質は,プレｰト

とプレｰトのすき間を受動的に登ってくるのです･こう

考えれほ,アフリカを取り巻き,互いに離れていく多く

の海嶺を簡単に理解することができます･

ウイルソンはこの考えについては論じましたが,それ

が意味するところは詳しくは研究しませんでした.その

ようた研究は,私,ルビツヨソ,スクラｰタｰ(John�


